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転入学・編入学・学士入試
学生募集要項

●「高等教育の修学支援新制度」について
本学は文部科学大臣から機関要件の認定を受けた「高等教育の修学支援新制度」の対象大学です。

文部科学省や日本学生支援機構（JASSO）のサイトで、制度の詳しい内容や自身が対象となるか確認の上、
希望者は令和7年4月上旬に開催する奨学金の説明会に出席してください。

●「日本学生支援機構奨学金」について

日本学生支援機構（JASSO）の奨学金のうち、給付奨学金については上記の通りですが、
貸与奨学金についてもJASSOのサイトで詳しい内容を確認の上、希望者は令和7年4月上旬に開催する
奨学金の説明会に出席してください。

・高等教育の修学支援新制度の特設サイト（文部科学省）https://www.mext.go.jp/kyufu/index.htm
・日本学生支援機構の奨学金サイト　https://www.jasso.go.jp/shogakukin/index.html

《参考》国の教育ローン  ｢日本政策金融公庫（国民生活事業）｣
教育ローンコールセンター　TEL 0570-008656（ナビダイヤル）
ナビダイヤルを利用できない電話の場合は、03-5321-8656 におかけください｡ ホームページアドレス https://www.jfc.go.jp/

２ 年 次 ・ 3 年 次





皇學館大学は、明治 15 年、神宮祭主久邇宮朝彦親王の令達によって、神宮の学問所である林崎文庫に開設された
「皇學館」を直接の起源とし、伊勢の神宮における長い神道研究の伝統を継承しています。

明治 33 年に神宮祭主の賀陽宮邦憲王からいただいた令旨には、『わが国の歴史に根差した道義と学問とを学び、実際
の社会の中で実践して、文明の発展に貢献する』という、まさしく本学の建学の精神が記されています。令和４年には
創立 140 周年を迎えましたが、その根本精神は、現在も皇學館大学の中に脈々と受け継がれています。

文学部の他、教育学部や現代日本社会学部などを設置し、変化する日本社会と国際環境のありように対応しながらも、
この本学の原点は揺らぎません。それはすなわち、この建学の精神のもと神道を根幹として、平和で豊かな、誇りにあ
ふれた国家社会を築こうと努めてこられた祖先の歩みに敬意を払い、そこから生み出された独自性に富む思想・倫理・
道徳・歴史・文化を継承し、その実現に努力することを目標として、教育と研究を推進していくことです。

建学の精神

学部組織図

現代日本社会学部 現代日本社会学科 経営革新コース 地域創生コース 福祉展開コース

文　学　部

歴史文化財コース

国 文 学 科
国語学・国文学コース 書道・漢文学コース

図書館司書コース

国語教育コース（中高教員）

国 史 学 科 国史総合コース 歴史教育コース（中高教員）

神 道 学 科 神道・宗教文化コース

コミュニケーション学科
英語コミュニケーションコース 英語教育コース（中高教員）

情報コース

心理学コース

教 育 学 部 教 育 学 科
初等教育コース 幼児教育コース 保健体育コース（中高教員）

数理教育コース（中高教員）
令和７年４月 中学校、高等学校の『理科教員免許課程』の設置を申請中
※但し、文部科学省における審査の結果、予定している教職課程の開設時期等が変更になる可能性があります。



入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）

１．現代日本の諸課題に対し、主体的・創造的に対応しようとする意欲を有している。
２．国民の生活を支えるために公共機関で働きたいと考えている。
３．民間企業で働いたり、事業を起こしたりすることを通じて、地域活性化に貢献したいと考えている。
４．福祉関係の職に就いて援助を必要としている人を支援したいと考えている。
５．日本の伝統文化を継承・発展・発信したいと考えている。
６．「学びを人生や社会に生かそうとする志」「生きて働く知識技能を修得しようとする意欲」「未知の状況にも対応できる能力を身につけ

たいとの願い」を持っている。この「志」「意欲」「願い」を特に重視する。

現代日本社会学部 現代日本社会学科

国文学科
１．日本のことばと文学に対して興味をもち、それを学ぼう
とする強い意欲を有している。

２．自らの考えを日本語でわかりやすく表現することができ
る。

３．国文学を学ぶ上で基本となる教科「国語」のうち、「国語
総合」「現代文」「古典」の科目を履修、もしくは同等の
学力を有している。

コミュニケーション学科
１．英語運用能力と国際的教養を身につけ、教育現場や国際交流
の場面で活躍したいという意欲を有している。

２．人間の心理と行動に関心を抱き、心の健康や他者支援について
学び、地域・職場・家庭での生活に役立てたいと考えている。

３．地元地域への貢献に意欲をもち、情報通信技術とデータ分析
力を身につけ、情報通信技術の活用方法について学びたいと
考えている。

文 学 部
神道学科
１．神道や日本の伝統・文化に興味を持ち、それを学びたい
と考えている。

２．日本文化の歴史と伝統を理解し、その核心に触れたいと
思っている。

３．日本文化の伝統を継承し、後世に伝えたいと考えている。
４．神職を志す強い信念を持っている。
５．神道や神社に関する知識を生かし、伸ばしたいと考えて
いる。

６．高校時代に学んだ日本の古典や歴史・文化に関する知識
を、さらに深めたいと考えている。

７．世界の宗教・神話を学びたいと思っている。

国史学科
１．わが国の歴史や文化に関心を持ち、それらを学ぼうとする
強い意欲をもっている。

２．史料や文化財の価値を見出し、それらを後世に伝えていき
たいという意欲をもっている。

３．わが国の伝統・文化を理解し、祖国愛の精神にもとづい
て、国家・社会で活躍しようとする意欲をもっている。

４．物事を論理的に考えることができ、また、自分の考えをわ
かりやすく表現できる。

５．高等学校で履修した主要科目・教科について基礎的な知識
をもち、特に「日本史」、または「世界史」を履修してい
るか、それと同等の学力をもっている。

１．子どもを愛し、１人１人の子どもが持つ個性や能力及び人間性を育てていくことに喜びを感じ、それに対する強い使命感を有している。
２．日本の歴史と伝統そして文化を尊重し、それを子どもに継承していくとともに、新しい知識・技能を柔軟に取り入れ、応用して活用
することができる。

３．教育や保育に関する学修に目的意識を持ち、社会に参画し貢献しようとする強い意欲を有している。
４．卒業後、初等教育コース入学者は小学校の教員、幼児教育コース入学者は幼児教育関係の指導者、保健体育コース入学者は中学校・
高等学校の保健体育教員、数理教育コース入学者は中学校・高等学校の数学教員、または数理能力を生かした専門職に就く強い意志
を有している。

教育学部 教育学科

　本学は、全学の卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）にふさわしい人材を育成するために、本学入学の段階
で、①本学での学修に対する目的意識、②本学で他者と協働して主体的に学ぼうとする意欲、③そのために必要な基礎学力を
備えた者を求めます。
 本学での学修に必要とされる目的意識・意欲・基礎学力とは、次の４つを言います。
１．高等学校までの教育課程で必要とされた「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力等の能力」、「主体的に学習に取り組む

態度」を修得していること。
２．高等学校までの教科の履修内容のうち、特に「国語総合」と「英語」について、聞く・話す・読む・書くというコミュニ

ケーション能力の基礎的な内容を身につけていること。
３．自らの生まれ育った地域社会や日本、また日本を取り巻く世界の話題について、これまで学んできた知識や情報をもとに

して、筋道を立てて考え、自らの考えを他者に説明することができること。
４．本学で志望する学部・学科での学修や経験を、地域社会、日本国内あるいは海外で生かしたいという目的と意欲を備えて

いること。
これらの資質・能力を備えた者を適正に選抜するために、多様な評価方法による複数の選抜機会を設けます。

全学のアドミッション・ポリシーに加えて、学部・学科ごとのアドミッション・ポリシーは以下のとおりです。



 

● ２年次・３年次 転入学・編入学・学士入学試験 募集要項 

 
１．募集人員  ２年次・3年次 転入学・編入学・学士入学 

文学部   神道学科 若干名 

国文学科 若干名 

国史学科 若干名 

コミュニケーション学科 若干名 

   教育学部  教育学科 若干名 

   現代日本社会学部 現代日本社会学科 若干名 

２．入試日程 

 

 

 

 

 

 

 

３．試験場      皇學館大学 

４．試験科目・配点・時間等 
 

試験科目 実施時間 配 点 合 計 

専 門 科 目  10：00 ～ 11：30  90分 100点 
200点 

面 接 (個人)  12：00～ 約10分 100点 

５．出願資格 

次のいずれかに該当する者に限る。 

＜２年次転入学・編入学・学士入学＞   
（1）学士の学位を有する者、及び令和７年３月学士取得見込みの者。 
（2）短期大学を卒業した者、及び令和７年３月卒業見込みの者。 
（3）高等専門学校を卒業した者、及び令和７年３月卒業見込みの者。 
（4）専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たす課程を修了した者、及び令和７年３月までに修

了見込みの者。 
（5）高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限

る。）を修了した者、及び令和７年３月までに修了見込みの者（ただし、学校教育法第９０条第１項に規定する
大学入学資格を有する者に限る）。 

（6）大学または短期大学に１年以上在学して、３０単位以上修得した者、及び令和７年３月までに修得見込みの者。 
（7）外国において学校教育における１３年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）を

修了した者、及び令和７年３月までに修了見込みの者。 
＜３年次転入学・編入学・学士入学＞              

（1）学士の学位を有する者、及び令和７年３月学士取得見込みの者。 
（2）短期大学を卒業した者、及び令和７年３月卒業見込みの者。 
（3）高等専門学校を卒業した者、及び令和７年３月卒業見込みの者。 
（4）専修学校の専門課程のうち、文部科学大臣の定める基準を満たす課程を修了した者、及び令和７年３月までに修

了見込みの者。 
（5）高等学校の専攻科の課程（修業年限が２年以上であることその他の文部科学大臣の定める基準を満たすものに限

る。）を修了した者、及び令和７年３月までに修了見込みの者（ただし、学校教育法第９０条第１項に規定する
大学入学資格を有する者に限る）。 

（6）大学に２年以上在学して、６２単位以上修得した者、及び令和７年３月までに修得見込みの者。 
（7）学校教育法施行規則(昭和２２年文部省令第１１号)附則第７条の規定により、大学の第３年次に編入学できる

者。 

（8）外国において学校教育における１４年以上の課程（日本における通常の課程による学校教育の期間を含む）を

修了した者、及び令和７年３月までに修了見込みの者。 

出 願 期 間 令和６年１１月２２日(金）～ １２月２日(月）締切日必着 

試  験  日 令和６年１２月７日(土） 

合 格 発 表 令和６年１２月１３日(金） 

入学手続期間 令和６年１２月１４日(土）～ １２月２５日(水）締切日必着 



 

６．取得可能な資格 

【２年次転入学・編入学・学士入学生】（令和６年度入学生用カリキュラム適用） 

 取得できる免許・資格については、学科ごとに指定されたもののうち、各自がカリキュラム上履修可能なものを

選択します。但し、３年間での取得を保証するものではありません。取得を希望する免許・資格がある場合は、

事前に学生支援部教務担当へご相談ください。 

 卒業後に「科目等履修生」という制度を活用して不足している単位を修得し、資格を取得することができる免許・

資格があります。本制度を利用して資格を取得する場合、事前相談が必須となりますので、履修・資格取得の計

画を立てる際に、学生支援部教務担当へご相談ください。 

 

 
免許・資格取得条件 

○印は、それぞれの学科において主となる教員免許です。 

△印は、各学科の主となる教員免許（○印）のいずれかを取得することが条件となります。 

●印は、それぞれの学科・コースにおいて取得可能な資格です。 

◇印は、中学校・高等学校いずれかの教員免許を取得することが条件となります。 

□印は、自学科の専門科目として割り当てられていないため、取得が困難な場合があります。 

♯印は、在学中、または卒業直後に国家試験を受験することはできません。卒業後に他大学の大学院に進学するか、

認定を受けた機関における実務経験を２年以上積む必要があります。 

 

 

 

 

学部・学科 
 
 
 
 

資格 

文  学  部 

神道学科 国文学科 国史学科 

コミュニケーション学科 

英語コミュニケーションコース  

英語教育コース 
心理学コース 情報コース 

神職階位 

高等課程 

(明階検定合格･正階授与) 
● □ □    

明階総合課程 

(明階検定合格･明階授与) 
●      

中学校教諭一種免許状 

宗教 ○      

国語  ○ △ △ □ □ 

社会 △ △ ○ △ □ □ 

英語  △  ○   

高等学校教諭一種免許状 

宗教 ○      

国語  ○ △ △ □ □ 

書道  ○     

地理歴史 △ △ ○ △ □ □ 

公民 △ △ ○ △ □ □ 

英語  △  ○   

司書  ● □    

司書教諭  ◇ ◇    

学芸員 □  ●    

認定心理士     ●  

公認心理師国家試験受験資格     ♯  

ＧＩＳ学術士    ● ● ● 



 

    

免許・資格取得条件 

○印は、それぞれのコースにおいて主となる免許・資格です。 

△印は、○印の免許状取得を条件として一つ取得可能（初等教育コースの△は教科ごとに中学校・高等学校両免許

状で一教科取得可能）です。 

◇印は、小学校・中学校・高等学校いずれかの教員免許状を取得することが条件となります。 

◆印は、定められた必修科目を履修し、その単位を修得することが条件です。 

■印は、指定科目を履修・修得し、認定団体に対して、資格申請を行うことが条件です。 

  

学部・学科 
 
 
 
 
 
 

資格 

教 育 学 部 

教 育 学 科 

初等教育コース 幼児教育コース 保健体育コース 数理教育コース 

幼稚園教諭一種免許状  ○   

小学校教諭一種免許状 ○ △ △ △ 

中学校教諭一種免許状 

国語 △    

社会 △    

英語 △    

数学    ○ 

保健体育   ○  

高等学校教諭一種免許状 

国語 △    

地理歴史 △    

英語 △    

数学    ○ 

保健体育   ○  

司書教諭 ◇ ◇ ◇ ◇ 

保育士  ○   

スポーツ指導者   ◆  

初級パラスポーツ指導員 ■ ■ ■ ■ 

自然体験活動指導者（NEALリーダー）資格 ■ ■ ■ ■ 



 

 

 学部・学科 
 

 

資格 

現代日本社会学部 

現代日本社会学科 

経営革新コース 地域創生コース 福祉展開コース 

高等学校教諭一種免許状（公民） □ □ □ 

社会福祉士国家試験受験資格   ○ 

精神保健福祉士国家試験受験資格   ◇ 

社会調査士  ○  

社会福祉主事（任用資格）   ○ 

身体障害者福祉司（任用資格）   ○ 

知的障害者福祉司（任用資格）   ○ 

児童指導員（任用資格）   ○ 

初級パラスポーツ指導員   ■ 

 

免許・資格取得条件 

○印は、それぞれのコースにおいて主となる資格です。 

□印は、自学科の専門科目として割り当てられていません。 

◇印は、社会福祉士国家試験受験資格を取得することが条件となります。 

■印は、指定科目を履修・修得し、認定団体に対して、資格申請を行うことが条件です。 

注意 「精神保健福祉士国家受験資格」と「公民」の教員免許状の両方を取得することはできません。 

 

 

  



 

【３年次転入学・編入学・学士入学生】（令和５年度入学生用カリキュラム適用） 

 取得できる免許・資格については、学科ごとに指定されたもののうち、各自がカリキュラム上履修可能なものを

選択します。但し、２年間での取得を保証するものではありません。取得を希望する免許・資格がある場合は、

事前に学生支援部教務担当へご相談ください。 

 卒業後に「科目等履修生」という制度を活用して不足している単位を修得し、資格を取得することができる免許・

資格があります。本制度を利用して資格を取得する場合、事前相談が必須となりますので、履修・資格取得の計

画を立てる際に、学生支援部教務担当へご相談ください。 

 

 
免許・資格取得条件 

○印は、それぞれの学科において主となる教員免許です。 

△印は、各学科の主となる教員免許（○印）のいずれかを取得することが条件となります。 

●印は、それぞれの学科・コースにおいて取得可能な資格です。 

◇印は、中学校・高等学校いずれかの教員免許を取得することが条件となります。 

□印は、自学科の専門科目として割り当てられていないため、取得が困難な場合があります。 

  

学部・学科 
 
 
 
 

資格 

文  学  部 

神道学科 国文学科 国史学科 

コミュニケーション学科 

英語コミュニケーションコース  

英語教育コース 
心理学コース 情報コース 

神職階位 

高等課程 

(明階検定合格･正階授与) 
● □ □    

明階総合課程 

(明階検定合格･明階授与) 
●      

中学校教諭一種免許状 

宗教 ○      

国語  ○ △    

社会 △ △ ○    

英語  △  ○   

高等学校教諭一種免許状 

宗教 ○      

国語  ○ △    

書道  ○     

地理歴史 △ △ ○    

公民 △ △ ○    

英語  △  ○   

司書  ● □    

司書教諭  ◇ ◇    

学芸員 □  ●    

認定心理士     ●  

公認心理師国家試験受験資格       

ＧＩＳ学術士    ● ● ● 



 

 

免許・資格取得条件 

○印は、それぞれのコースにおいて主となる免許・資格です。 

△印は、○印の免許状取得を条件として一つ取得可能（初等教育コースの△は教科ごとに中学校・高等学校両免許

状で一教科取得可能）です。 

◇印は、小学校・中学校・高等学校いずれかの教員免許状を取得することが条件となります。 

◆印は、定められた必修科目を履修し、その単位を修得することが条件です。 

■印は、指定科目を履修・修得し、認定団体に対して、資格申請を行うことが条件です。 

 
  

学部・学科 
 
 
 
 
 
 

資格 

教 育 学 部 

教 育 学 科 

初等教育コース 幼児教育コース 保健体育コース 数理教育コース 

幼稚園教諭一種免許状  ○   

小学校教諭一種免許状 ○ △ △ △ 

中学校教諭一種免許状 

国語 △    

社会 △    

英語 △    

数学    ○ 

保健体育   ○  

高等学校教諭一種免許状 

国語 △    

地理歴史 △    

英語 △    

数学    ○ 

保健体育   ○  

司書教諭 ◇ ◇ ◇ ◇ 

保育士  ○   

スポーツ指導者   ◆  

初級パラスポーツ指導員 ■ ■ ■ ■ 

自然体験活動指導者（NEALリーダー）資格 ■ ■ ■ ■ 



 

 

 学部・学科 
 

 

 資格 

現代日本社会学部 

現代日本社会学科 

経営革新コース 地域創生コース 福祉展開コース 

高等学校教諭一種免許状（公民） □ □ □ 

社会福祉士国家試験受験資格   ○ 

精神保健福祉士国家試験受験資格   ◇ 

社会調査士  ○  

社会福祉主事（任用資格）   ○ 

身体障害者福祉司（任用資格）   ○ 

知的障害者福祉司（任用資格）   ○ 

児童指導員（任用資格）   ○ 

初級パラスポーツ指導員   ■ 

 

免許・資格取得条件 

○印は、それぞれのコースにおいて主となる資格です。 

□印は、自学科の専門科目として割り当てられていません。 

◇印は、社会福祉士国家試験受験資格を取得することが条件となるため、実習の兼ね合いにより最低３年間の在籍

が必要です。 

■印は、指定科目を履修・修得し、認定団体に対して、資格申請を行うことが条件です。 

注意 「精神保健福祉士国家受験資格」と「公民」の教員免許状の両方を取得することはできません。 

  



◎ 入学手続・納付金について
１. 入学手続方法

（１） 入学手続の詳細については､ 合格通知書に同封する入学手続書類を参照してください｡
（２）所定の期日までに入学手続を完了しない場合は､ 入学辞退として取り扱います｡
２. 納　付　金　納付期限 : 令和6年12月25日（水）

・本学の附属高校出身者は､入学金を半額とします｡

単位（円）
学　部 費　目 文 教　　育 現代日本社会

入
学
手
続
時
納
入
額

一次手続 入 学 金 ２００,０００ ２００,０００ ２００,０００

二次手続
授 業 料 ３６７，５００ ３６７，５００ ３６７，５００
教 育 充 実 費 １７７, ５００ ２１２, ５００ １８７, ５００

合　　　計 ７４５，０００ ７８０，０００ ７５５，０００
秋
学
期
納
入
額

授 業 料 ３６７，５００ ３６７，５００ ３６７，５００
教 育 充 実 費 １７７, ５００ ２１２, ５００ １８７, ５００

合　　　計 ５４５，０００ ５８０，０００ ５５５，０００

入 学 年 次 年 額 １，２９０，０００ １，３６０，０００ １，３１０，０００

３. 必要諸経費 納付期限 : 令和7年3月21日（金） 単位（円）

学　部

項　目

文
教　育 現代日本社会

神　道 国文・国史
コミュニケーション

学 友 会 費 4 年分 17,000 17,000 17,000 17,000
萼 の 会（ 保 護 者 会 ） 費 1 年分 16,000 16,000 16,000 16,000
フ ィ ー ル ド ワ ー ク 費 春学期積立金 ー 15,000 15,000 ー
修 学 指 導 経 費 入学時のみ 1,200 1,200 1,200 1,200
学生教育研究災害傷害保険 4 年分 3,300 3,300 3,300 3,300
学 研 災 付 帯 賠 償 責 任 保 険 4 年分 1,360 1,360 1,360 1,360
講 演 叢 書 書籍支給 2,300 2,300 2,300 2,300
人 文 学 会 費 4 年分 4,000 4,000 ー ー
学 会 費 4 年分 6,000 6,000 14,400 8,400
参 拝 見 学 負 担 金 入学時のみ 8,000 8,000 2,000 2,000
倉 陵 祭（ 大 学 祭 ） 運 営 費 1 年分 3,000 3,000 3,000 3,000

合 計 62,160 77,160 75,560 54,560

《参考》　２年次以降に必要な納付金（予定）

備考：各年度の必要納付金については､ 状況に応じて多少変更されることがあります｡

２
年
次
の

必
要
納
付
金

学　部

項　目

文
教　育 現代日本社会神　道 国　文  ・  国　史

コミュニケーション
授 業 料 735,000 円 735,000 円 735,000 円 735,000 円
教 育 充 実 費 355,000 円 355,000 円 425,000 円 375,000 円
萼の会（保護者会）費 16,000 円 16,000 円 16,000 円 16,000 円
フ ィ ー ル ド ワ ー ク 費 ― 50,000 円 50,000 円 ―

合 計 1,106,000 円 1,156,000 円 1,226,000 円 1,126,000 円

３
年
次
の

必
要
納
付
金

学　部

項　目

文
教　育 現代日本社会神　道 国　文  ・  国　史

コミュニケーション
授 業 料 735,000 円 735,000 円 735,000 円 735,000 円
教 育 充 実 費 355,000 円 355,000 円 425,000 円 375,000 円
萼の会（保護者会）費 16,000 円 16,000 円 16,000 円 16,000 円
フ ィ ー ル ド ワ ー ク 費 ― 25,000 円 25,000 円 ―

合 計 1,106,000 円 1,131,000 円 1,201,000 円 1,126,000 円

４
年
次
の

必
要
納
付
金

学　部
項　目 文 教　育 現代日本社会

授 業 料 735,000 円 735,000 円 735,000 円
教 育 充 実 費 355,000 円 425,000 円 375,000 円
萼の会（保護者会）費 16,000 円 16,000 円 16,000 円

合 計 1,106,000 円 1,176,000 円 1,126,000 円



 

 

● 出 願 手 続 

 
１．出願書類   
 

① 入学志願票 本学所定用紙 

② 志願者調書 本学所定用紙 

③ 会計原票 本学所定用紙（郵便振替払込受付証明書添付） 

④ 「卒業(見込み)証明書」または「在学証明書」 

  もしくは「在籍期間証明書」 
出身学校長の証明のあるもの 

⑤ 単位修得・学業成績証明書 
出願時に履修中の科目がある場合は、その科目名、 
単位数が明記されたもの 

⑥ 写 真 

２枚（カラー、タテ４㎝×ヨコ３㎝の正面上半身・無帽）
を用意し、うち１枚を出願時に「志願者調書」に貼付し提
出してください。残りの１枚は、出願受付後に本学より送
付する写真票に貼付してください。 

 

２．入学検定料    ３０,０００円 

   入学検定料は、本学所定の払込用紙を使用して郵便局に払い込み、受付局日付印を受けた「郵便振替払込受

付証明書（願書貼付用）」を会計原票の貼付欄に貼付してください。 

 

３．出願方法   

  ・郵送の場合 所定の封筒に出願書類を封入のうえ、書留にて郵送（締切日必着） 

  ・持参の場合 所定の封筒に出願書類を封入のうえ、学生支援部入試担当に提出。 

   （受付は、日曜日・祝日を除き、9:00～17:00。土曜日は9:00～13:00まで。） 

 

４．出願上の注意   

  ①出願書類に不備がある場合は受け付けられませんので、必ず書類を確認のうえ出願してください。 

 ②一度受け付けた書類および入学検定料は、いかなる理由があっても返還いたしません。 

  ③志願者調書記入上の注意 

   記入は必ず黒のボールペンを用い、楷書で明記し該当箇所を選んでください。 

誤って記入した場合は、その箇所へ二重線を引きその上に印鑑を押してください。 

用意した写真のうち、１枚を裏面に名前を記入して所定の位置に貼付してください。 

  ④出願封筒へは、住所・氏名を必ず明記してください。 

 

５．出願書類提出先 

      皇學館大学 学生支援部入試担当 

      〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町1704  〔℡〕0596-22-6316（直通） 

 

６．その他 

  ①健康上、受験時または入学後に特別な配慮が必要な方は、出願前に学生支援部入試担当までご相談ください。 

  ②過去の入試問題については、学生支援部入試担当にお問い合わせください。 
 
  



 

 

●受験についての諸注意 
※入試に関する変更が生じた場合は、皇學館大学ホームページ（https://www.kogakkan-u.ac.jp/）の受験生サイトに掲

載しますので、受験前だけでなく必ず定期的にご確認ください。 
 

(１)荒天・交通スト・その他いかなる事情があっても、日時の変更はありません。 
(２)試験当日は、試験開始時間の20分前までに指示された試験室に入室し、自分の受験番号の席についてください。 
(３)受験票と写真票は必ず持参し、机の上に置いてください。万一、紛失したり、忘れたりした場合は、試験開始時間

までに試験本部へ申し出てください。 
(４)試験開始から20分経過後は、試験室への入室・受験は認められませんので、遅れないように注意してください。 
(５)試験室では、HB の鉛筆（シャープペンシル）・消しゴム・鉛筆削り、時計（時計機能だけのもの）のみ使用できま

す。携帯電話の電源、時計のアラーム等は必ず切っておいてください。 
(６)試験室には、受験者以外の入室はできません。 
(７)試験場内では、係員の指示に従ってください。 
(８)試験時間中の退室はできません。 
(９)昼食は各自で用意してください。  
(10)試験場の下見については、建物内への立入はできません。位置確認にとどめてください。 
(11)試験当日、試験場、および駅周辺での合否連絡等の勧誘があっても、本学とは一切関係がありません。本学が試験

当日に合否連絡について申し込みをさせるようなことは、絶対にありません。 

 合格発表方法  
(１)インターネットによる合否案内は、以下より合格発表当日10時頃から、3日間利用できます。 
  皇學館大学ホームページ（https://www.kogakkan-u.ac.jp/）から受験生サイトへ 
(２)合格者に対して合格通知書、および入学手続要項を郵送します。 

 

● 入学辞退者に対する納付金の返還について 

入学手続時の納付金を完納した者が、令和7年3月31日（月）までに入学辞退を申し出た場合は、入学金を

除いた納付金及び必要諸経費を返還いたしますので、該当の際は速やかに学生支援部入試担当まで辞退届を

提出してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

皇學館大学 学生支援部 入試担当 
 

■〒516-8555 三重県伊勢市神田久志本町 1704 ■TEL 0596-22-6316 ■FAX 0596-22-6378  
■ホームページ https://www.kogakkan-u.ac.jp/ ■E-mail nyusi@kogakkan-u.ac.jp 

「出願書類」に記入していただきました個人情報は、入学試験以外の用途には使用いたしません。 
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